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史
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介
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田
教
彰
『
往
生
講
私
記
』
な
る
書
物
自
体
は
、
現
在
、
八
種
類
ほ
ど
の
写
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
(『国
書
総
目
録
』
に
よ
る
)、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の
異
同
に
関
し
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
京
都
東
山
禅
林
寺
蔵
の
『往
生
講
私
記
』
は
、
『
国
書
総
目
録
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
述
す
る
極
書
に
は
「永
観
律
師
真
筆
往
生
講
一
巻
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
永
観
の
『
往
生
講
式
』
で
あ
る
。
た
だ
し
、
す
で
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
『
往
生
講
式
』
(浄
全
巻
+
五
・
正
蔵
巻
八
+
四
)
の
本
文
と
比
較
し
た
場
合
、
若
干
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
翻
刻
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
書
誌
所
蔵
者
京
都
市
左
京
区
永
観
堂
禅
林
寺
外
題
な
し
題
簽
な
し
装
丁
巻
子
本
・
一
軸
書
写
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
と
推
定
行
数
本
文
二
〇
八
行
、
奥
書
三
行
、
本
文
一
行
三
字
～
二
十
一
字
軸
あ
り
内
題
な
し
本
文
漢
文
。
片
仮
名
で
振
り
仮
名
、
送
り
仮
名
が
付
さ
れ
訓
点
も
付
さ
れ
て
い
る
。
箱
蓋
の
表
に
「
永
観
律
師
経
巻
」
と
墨
書
さ
れ
た
題
簽
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
奥
付
の
部
分
に
は
、
本
文
と
別
筆
で
、
・
、
京
都
市
下
京
区
室
町
通
四
条
南
入
寄
附
河
野
興
助
昭
和
三
十
年
十
二
月
二
十
日
京
都
市
養
福
寺
檀
家
と
記
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
三
十
年
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
本
巻
物
に
は
、
巻
物
一
軸
と
は
別
に
二
・
三
の
書
付
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
い
わ
ゆ
る
「
極
書
」
で
あ
る
。
そ
の
始
め
に
、
、
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永
観
律
師
巻
極
東
山
禅
林
寺
永
観
堂
開
山
永
観
律
師
真
筆
往
生
講
一
巻
古
筆
了
雪
極
札
一
弐
百
九
行
有
名
朝
倉
茂
入
極
札
一
と
記
さ
れ
て
お
り
、
つ
づ
い
て
朝
倉
茂
入
・と
古
筆
了
雪
の
極
書
(
短
冊
形
の
小
紙
片
二
種
で
筆
が
異
な
り
、
始
め
の
部
分
と
も
別
筆
で
あ
る
。
印
が
あ
る
の
で
恐
ら
く
原
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。)
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
始
め
の
部
分
と
同
筆
で
、
東
山
禅
林
寺
是
空
和
尚
添
状
永
観
律
師
巻
物
往
生
講
永
観
律
師
天
永
二
年
辛
卯
寂
寛
政
十
年
に
六
百
八
十
八
年
に
成
と
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
極
書
は
寛
政
十
年
(
一
七
九
八
)
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
(な
お
こ
の
極
書
の
包
紙
に
は
「湯
沢
お
カ
勘
解
由
様
古
筆
了
口
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
寛
政
十
年
当
時
の
こ
の
巻
物
の
所
有
者
と
極
書
の
作
成
者
と
が
窺
え
る
が
、
両
者
に
つ
い
て
は
未
詳
)
朝
倉
茂
入
(道
順
)
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
代
表
的
な
古
筆
鑑
定
家
で
、
古
筆
家
の
始
祖
と
さ
れ
る
古
筆
了
佐
(
一
五
七
二
～
一
六
六
二
)
の
弟
子
で
あ
る
。
そ
の
極
書
に
「永
観
堂
開
山
永
観
律
師
巻
物
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
巻
物
は
、
江
戸
初
期
に
は
す
で
に
巻
子
本
の
装
丁
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
古
筆
了
雪
に
関
し
て
は
、
生
没
年
を
含
め
て
未
詳
で
あ
る
が
、
古
筆
家
自
体
は
了
佐
の
あ
と
、
家
を
継
い
だ
四
男
了
栄
(宗
家
)
と
三
男
一
村
(別
家
)
に
分
家
し
、
両
家
と
も
に
三
代
目
か
ら
江
戸
へ
移
り
ハ
と
も
に
江
戸
幕
府
に
仕
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
了
雪
の
極
書
の
署
名
に
も
「江
戸
古
筆
了
雪
極
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
・
了
雪
身
は
古
簔
の
江
戸
種
後
の
子
孫
(庶
流
)
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
朝
倉
.
古
筆
両
鑑
定
家
の
極
書
に
加
え
て
、
本
巻
物
に
は
禅
林
寺
是
空
和
尚
の
添
状
(鑑
定
書
)が
添
付
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
(た
だ
し
、
現
在
で
は
こ
の
添
状
は
見
当
た
ら
な
い
。)
『禅
林
寺
誌
』
に
よ
る
と
、
禅
林
寺
の
第
四
十
六
世
に
是
空
回
隆
な
る
上
人
が
お
り
、
貞
亨
二
年
(
一
六
八
五
)
か
ら
元
禄
三
年
(
一
六
九
〇
)
ま
で
禅
林
寺
に
在
住
し
t
と
い
う
。
従
っ
て
、
こ
れ
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
添
状
の
記
さ
れ
た
お
お
よ
そ
の
時
期
が
窺
え
よ
う
。
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ま
た
本
巻
物
に
は
、
明
治
十
六
年
に
田
中
忠
次
郎
な
る
人
物
へ
本
巻
物
が
譲
ら
れ
た
時
の
証
文
と
、
本
巻
物
が
殊
の
ほ
か
珍
し
い
も
の
な
の
で
、
是
非
購
入
し
て
ほ
し
い
と
い
う
、
西
村
庄
兵
衛
な
る
人
物
へ
あ
て
た
文
書
(本
巻
本
と
直
接
関
係
の
な
い
記
述
が
大
半
を
し
め
る
の
で
翻
刻
は
差
し
控
え
た
)
と
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
本
巻
物
は
永
観
律
師
の
真
筆
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
江
戸
時
代
以
降
古
筆
収
集
家
の
問
を
点
々
と
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
『往
生
講
私
記
』
の
内
容
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
本
文
は
若
午
の
脱
字
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
永
観
の
『往
生
講
式
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
今
、
浄
土
宗
全
書
所
収
本
(以
下
、
浄
全
本
と
略
す
)
と
比
較
す
る
と
、
『往
生
講
私
記
』
は
、
浄
全
本
の
冒
頭
か
ら
歌
頌
・
着
座
・
法
用
・
表
白
ま
で
に
該
当
す
る
部
分
を
欠
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
浄
全
本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
「勧
請
」
の
部
分
の
内
容
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
浄
全
本
の
「講
演
」
中
、
第
六
因
円
果
満
門
末
部
に
は
、
歌
頌
が
四
偈
し
か
な
い
が
(他
の
門
は
す
べ
て
八
偈
で
あ
る
)
、
『
往
生
講
私
記
』
に
は
八
偈
記
さ
れ
て
お
り
、
浄
全
本
が
欠
落
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
末
部
の
廻
向
文
も
浄
全
本
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
『往
生
講
私
記
』
は
、
基
本
的
に
は
『往
生
講
式
』
の
中
核
を
な
す
部
分
の
抄
出
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
講
式
の
式
次
第
で
も
あ
る
『往
生
講
式
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
往
生
講
私
記
』
の
方
が
よ
り
古
い
形
態
を
残
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
も
含
め
て
、
こ
の
一
本
の
内
容
か
ら
に
わ
か
に
判
定
す
る
こ
と
は
難
か
し
い
。
今
後
現
存
す
る
種
々
の
『往
生
講
私
記
』
の
本
文
と
の
比
較
検
討
を
お
こ
な
い
再
考
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
最
後
に
、
本
書
は
、
坪
井
俊
映
教
授
が
禅
林
寺
へ
赴
か
れ
て
、
珍
海
撰
の
『決
定
往
生
集
』
と
と
も
に
写
真
撮
影
し
て
こ
ら
れ
た
資
料
で
あ
る
。
本
書
の
撮
影
・
翻
刻
を
快
諾
下
さ
っ
た
禅
林
寺
の
御
高
配
、
な
ら
び
に
翻
刻
の
御
指
導
を
賜
っ
た
坪
井
俊
映
教
授
の
御
厚
情
に
対
し
、
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
凡
例
一
、
翻
刻
は
で
き
る
か
ぎ
り
原
本
に
忠
実
で
あ
る
よ
う
に
努
め
た
。
た
だ
し
漢
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
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一
、
改
行
な
ら
び
に
本
文
中
の
空
白
部
分
は
原
本
の
ま
ま
に
し
便
宜
上
五
単
位
の
行
数
を
施
し
た
。
一
、
振
り
仮
名
、
送
り
仮
名
は
判
読
不
明
の
も
の
以
外
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
原
本
の
と
お
り
で
あ
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
訓
点
に
関
し
て
は
、
二
'
bl
'
下
な
ど
が
省
略
さ
れ
て
い
る
た
め
、
私
に
補
っ
た
。
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次
神
分
次
勧
請
至
心
勧
請
釈
迦
尊
法
界
縁
起
諸
聖
教
観
音
勢
至
諸
薩
捶
九
品
蓮
台
清
浄
衆
身
子
迦
葉
諸
賢
聖
梵
釈
四
王
諸
護
法
還
念
本
誓
来
影
向
証
知
証
誠
講
演
事
至
心
懺
悔
無
始
来
,
三
業
所
造
無
量
罪
今
対
三
宝
十
方
前
皆
悉
発
露
尽
懺
悔
至
心
帰
命
仏
法
僧
受
持
菩
薩
三
聚
戒
断
惑
修
善
度
衆
生
生
≧
世
辷
無
数
礼
願
我
生
辷
見
諸
仏
世
辷
恒
聞
弥
陀
教
恒
修
不
退
菩
薩
行
疾
証
無
上
大
菩
提
護
持
大
衆
成
善
願
ノ
ニ
テ
リ
ニ
ハ
ニ
今
此
講
演
略
有
七
門
一
発
菩
提
心
門
二
懺
悔
業
障
ニ
ニ
ニ
⑳
門
三
随
喜
善
根
門
四
念
仏
往
生
門
五
讃
嘆
極
楽
門
ニ
ニ
ハ
ナ
リ
六
因
円
果
満
門
七
回
廻
功
徳
門
箜
。発
菩
愚
者
飢
聾
浄
埀
紫
コ道
レ
傘
ご木
昼
姑
鶴
葱
蠡
二菩
愚
者
、爲
観
二流
来
生
聾
飄
.想
ヤ
レ
ヨ
リ
カ
タ
シ
テ
ニ
コ
ト
ヲ
ム
セ
ヒ
像
無
始
以
来
輪
ご
廻
六
趣
一備
受
ご諸
苦
一或
咽
二焦
熱
大
蔦
焦
熱
之
炎
虱
既
紅
蓮
大
紅
蓮
泉
虱
聾
餓
鬼
飢
饉
憙
叱
。蜘
鰐
畜
生
馨
之
悲
入
臨
八
苦
天
b
五
ス
ヘ
テ
タ
コ
ト
キ
ノ
ヲ
ソ
レ
ノ
衰
惣
輪
廻
之
間
受
ご
如
レ是
苦
】幾
乎
是
由
下為
二
一
旦
名
利
一慧
二催
肋
。衆
罪
上也
今
度
蕊
為
囲駅
ハ当
飛
《
瓧
レ巻
而
海
二名
聾
春
今
生
染
レ蠶
.鶏
。移
沓
夜
騒
テ
ヲ
ス
タ
マ
く
2。
炎
天
拭
レ
汗
東
西
馳
走
適
有
レ
一
復
小
一
有
付
憂
無
鐘
身
心
筋
弘
.無
レ聾
気
墜
鰍
輒
里
栄
為
寒
、
随
ご響
之
壁
穹
聾
.朗
島
薩
.墜
別
離
蠢
窶
監
是
風
前
之
ト燭
.万
事
皆
春
拠
之
夢
豈
只
安
然
.
.ア臨
あ
鵬
レ
乎
舞
爨
、儀
..徹
レ遅
.、、.焉
主
蓑
レ爲
親
膿
急
巻
婆
北
羝
乏
暮
徳
。送
野
外
一墨
墨
雲
之
輒
、劉
聾
亡
畢
鍮
豹
橇
.盞
、薩
甕
径
魔
王
鏨
恥
.之
庭
、昂
籤
急
.島
.龍
.薩
三
途
之
故
郷
蠢
肇
、.悪
趣
之
苦
墨
不
如
最
三
響
名
私
慮
墨
、菩
提
之
妙
墨
葎
截
堪
.薮
.無
翫
.△葬
、浄
3。
島
一郷
徳
コ衆
街
一匙
ヲ細
二
菩
提
心
初
之
祝
一今
一
創
菩
提
・b
之
宝
珠
巳
鸚
二
第
八
頼
恥
之
あ
轟
一既
実
長
拠
之
明
珠
浄
血
之
玄
軌
也
拠
一
花
臨
.
レ智
天
下
臨
春
,
一.葱
、者
法
界
番
.
遡
リ象
.堕
人
易
ト・亂
私
塵
既
聾
難
レ発
之
道
・壘
翼
徹
二
多
径
之
浄
キ
弥
陪
本
曳
+
ラ
ム
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鑑
衆
生
発
ご菩
提
、塵
欲
レ生
霧
畔
墜
、命
絡
墜
悉
イ、、現
二
基
業
レ恥
二正
覚
伝
是
篷
婁
纛
い襲
、弥
陪
引
ニ
テ
ノ
ヲ
ヲ
　
　
ヘ
シ
ヲ
接
一各
発
二
堅
固
道
心
一讃
二
嘆
菩
提
心
一礼
ご
拝
弥
陀
仏
一矣
歌
頌
日
菩
薩
於
生
死
最
初
発
心
時
一
向
求
菩
提
堅
固
不
可
動
カ
ヰ
狙
彼
一
念
功
徳
深
広
無
涯
際
如
来
分
別
説
窮
劫
不
能
尽
願
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国
南
無
西
方
極
楽
化
主
阿
弥
陀
仏
ト
ハ
ニ
ハ
シ
ツ
ヲ
ニ
ヘ
シ
ヲ
レ
第
二
懺
悔
業
障
者
前
発
二
菩
提
心
一次
懺
一一悔
業
障
一夫
ノ
ル
ニ
ニ
レ
カ
ル
ヘ
ヲ
シ
テ
ヲ
マ
ヘ
ニ
ヲ
ト
モ
ヲ
ロ
カ
ナ
リ
人
之
在
レ世
誰
畏
二罪
業
一不
レ知
二
後
世
一恣
作
レ
罪
尤
愚
安
ニ
ヒ
テ
ヲ
ル
ニ
ヲ
リ
ヒ
バ
妬
楽
集
引
レ
経
云
人
経
一
一
日
一
夜
一有
二
八
億
四
千
念
一
一
念
起
レ
ヲ
ェ
ノ
ヲ
サ
ハ
ヲ
ク
ヲ
ノ
悪
得
一
一
悪
身
一十
念
発
レ悪
受
ご
十
生
悪
身
一乃
至
千
万
億
モ
ナ
リ
ト
ク
ノ
ノ
ス
ラ
ケ
ム
コ
ト
ヲ
タ
シ
ヤ
念
亦
尓
文
如
レ是
一
日
悪
念
之
報
受
尽
尚
難
况
一
生
ノ
ヲ
ヤ
ニ
ム
ヤ
ヨ
リ
カ
タ
ノ
ヲ
ヤ
カ
ナ
ヤ
之
問
悪
業
乎
何
况
無
始
已
来
悪
業
乎
悲
哉
未
来
ノ
レ
ノ
ヲ
ヤ
ニ
マ
テ
ノ
ニ
無
窮
生
死
出
離
何
時
哉
幸
今
値
二大
乗
懺
悔
法
一
ハ
シ
メ
テ
ヨ
リ
ノ
ク
ス
シ
シ
ク
5。
始
レ
自
二
無
始
罪
障
一皆
悉
可
ご懺
悔
一但
業
障
年
深
懺
悔
サ
シ
ニ
テ
ヲ
ス
ヘ
シ
ヲ
ツ
ノ
ト
日
浅
各
三
業
運
レ
誠
修
ご
事
理
懺
悔
一先
事
懺
悔
者
五
ヲ
テ
ニ
ニ
シ
ヲ
シ
テ
ス
ヘ
シ
ヲ
ニ
ノ
体
投
レ
地
遍
身
流
レ
汗
発
露
涕
泣
懺
二
悔
罪
障
一也
次
理
ト
ノ
ハ
ナ
ヨ
リ
テ
ル
カ
ニ
懺
悔
者
一
切
業
障
皆
妄
想
生
自
性
空
也
自
性
空
故
本
不
生
也
伶
ご此
鶴
臨
妄
想
鷺
生
死
本
無
,鬼
罪
蠹
溝
輪
廻
安
.絡
頓
証
菩
楓
道
無
鵁
鄭
観
壁
低
鑑
ヘ
シ
イ
懺
侮
為
"
.城
都
一
・魁
氤
顕
弥
陀
偶
一
一
氤
之
亂
饂
濾
ご
八
十
ヲ
ヤ
ヲ
ヤ
ノ
ニ
ニ
ス
ル
ヲ
ノ
ハ
億
劫
生
死
之
罪
一何
况
念
辷
乎
是
故
常
念
ご
弥
陀
一者
低
二傷
昴懺
悔
一人
也
今
勝
二比
等
.懺
悔
鵡
一婚
レ臨
劃
弟
子
罪
障
一乃
ノ
ク
ス
ヘ
シ
テ
ノ
至
一
切
有
情
業
障
皆
悉
懺
悔
仍
各
発
二勇
猛
懺
悔
ヲ
シ
ヲ
シ
　
ア
ヘ
シ
ヲ
6。
心
一懺
二
悔
罪
障
一礼
ご
拝
弥
陀
仏
一矣
歌
頌
日
一
切
業
障
海
皆
従
妄
想
生
若
欲
懺
悔
者
端
坐
思
実
想
衆
罪
如
霜
露
恵
日
能
消
除
是
故
応
至
心
懺
悔
六
情
根
願
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国
南
無
西
方
極
楽
化
主
阿
弥
陀
仏
ト
イ
ハ
ニ
シ
ツ
ヲ
ニ
ヘ
シ
ヲ
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第
三
随
喜
善
根
者
既
懺
二
悔
罪
障
一次
随
二
喜
善
根
一謂
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
ヘ
キ
ル
ヲ
ル
ハ
ナ
レ
ト
モ
シ
ヒ
ナ
リ
ト
ニ
モ
タ
キ
ヒ
無
始
已
来
応
レ
離
之
生
死
不
レ
離
雖
レ
悲
無
量
億
劫
難
レ
遇
エ
タ
ル
ハ
コ
ト
ヲ
レ
ナ
リ
タ
マく
コ
ト
ハ
ニ
ス
ル
ニ
シ
之
聖
教
得
レ
遇
是
喜
適
遇
二
仏
教
一
必
由
二
宿
善
一
若
宿
福
ウ
ス
キ
ノ
ハ
ノ
ニ
ス
ラ
シ
ス
コ
ト
ニ
ム
ヤ
タ
ヤ
ス
ク
ム
薄
者
仏
法
流
布
之
世
尚
不
レ
得
レ
生
何
况
輙
得
二受
持
一34一
ス
ル
コ
ト
ヲ
ニ
シ
テ
ム
読
誦
一
乎
故
念
仏
三
昧
経
云
若
有
二
善
男
子
善
女
人
一聞
ニ
ノ
ノ
ヲ
ノ
ハ
ニ
ル
ノ
ハ
ス
タ
　
ニ
シ
テ
7。
此
念
仏
三
昧
名
一者
当
レ
知
彼
人
非
ゴ
唯
二
一二
四
五
如
来
所
ヘ
シ
タ
ル
ノ
ミ
ノ
ヲ
ニ
ノ
ソ
コ
ハ
ク
ノ
ノ
ニ
シ
テ
テ
ノ
種
二
諸
善
根
一既
於
無
量
阿
僧
祗
尓
許
如
来
所
種
二諸
ヲ
モ
エ
タ
ル
ナ
リ
コ
ト
ヲ
ノ
ノ
ヲ
ム
ヤ
シ
シ
ク
ノ
善
根
一而
獲
レ
聞
二
此
三
昧
王
名
字
一何
况
受
持
読
誦
如
レ
法
捧
.攤
我
等
撰
往
幕
壟
襞
妣
二恒
泣
妻
、聾
自
多
ロ
ニ
レ
カ
ウ
ニ
ヤ
ク
ヒ
ハ
タ
タ
キ
ヒ
ニ
ス
テ
タ
キ
シ
ヲ
リ
ハ
ス
ク
心
不
二
怯
弱
一
値
二
甚
難
レ
値
之
教
一
信
二
極
難
レ
信
之
法
一
自
レ
非
毟
久
ウ
ェ
ル
ノ
ミ
ニ
ヲ
テ
カ
ニ
ニ
ム
ノ
ニ
ナ
ル
カ
ナ
ヤ
ル
ノ
ヲ
ノ
テ
窃
殖
ご
勝
因
一由
何
忽
値
二此
之
縁
一愚
哉
具
二恒
沙
宿
善
一之
身
被
レ
ロ
ノ
ニ
テ
ノ
ニ
ニ
ヘ
ム
コ
ト
ヲ
拘
二
一
旦
名
利
一又
還
三
二
途
之
旧
里
一更
経
二
多
百
千
劫
一積
ノ
ニ
タ
リ
ヲ
シ
ク
ノ
シ
シ
ク
ノ
セ
ハ
ニ
善
余
慶
幸
得
二
人
身
一若
如
レ
教
修
行
若
如
レ
法
随
喜
現
身
ソ
ラ
ム
ヲ
ニ
ソ
ラ
ム
タ
テ
マ
ツ
ラ
ヲ
ノ
ノ
ソ
ヤ
何
不
レ
発
三
二
昧
一哉
臨
終
何
不
レ
見
二
如
来
一哉
其
時
歓
喜
幾
ノ
ニ
テ
リ
カ
ノ
ノ
許
是
故
始
レ自
二弟
子
宿
善
一乃
至
一
切
有
情
之
漏
無
漏
ク
ス
ヘ
シ
テ
ノ
テ
ノ
ヲ
シ
ヲ
8。
善
根
皆
悉
随
喜
仍
各
以
二
広
大
随
喜
心
一讃
二嘆
善
根
一
ヲ
礼
一
拝
弥
陀
仏
一
矣
歌
頌
日
若
人
無
善
本
不
得
聞
此
経
清
浄
有
戒
者
乃
獲
聞
正
法
曽
更
見
世
尊
則
能
信
此
事
謙
敬
聞
奉
行
踊
躍
大
歓
喜
願
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国
跖
南
無
西
方
極
楽
化
主
阿
弥
陀
仏
"
ト
イ
ハ
ソ
ノ
ノ
コ
リ
シ
リ
ノ
ニ
ト
コ
レ
第
四
念
仏
往
生
門
者
凡
茲
講
之
興
志
在
二
此
門
一事
是
至
ナ
リ
ヘ
シ
ヲ
ノ
ノ
カ
ニ
リ
ノ
ク
テ
要
行
者
留
レ
意
先
彼
極
楽
中
有
二九
品
差
別
一且
説
二下
ヲ
ア
ル
ト
サ
ニ
レ
ト
モ
ヲ
テ
　
ハノ
キ
ニ
テ
ニ
ス
レ
ハ
品
一云
或
人
具
作
二
十
悪
五
逆
一臨
ご命
時
一遇
二善
知
識
一具
二
足
+
塵
即
織
二往
鮨
.,.繋
塗
屯
、沸
告
此
等
罪
人
支
弥
K
ニ
ス
ノ
ノ
ニ
バ
ク
ノ
シ
ヲ
9。
陀
如
来
在
二
四
十
八
願
一第
十
八
願
云
十
方
衆
生
至
レ
心
信
楽
.鋳
生
讒
聾
乃
至
+
急
.兼
星
都
、不
レ取
二正
篳
娠
ノ
ノ
ニ
ハ
タ
キ
ノ
ヲ
ハ
ヒ
ニ
ト
モ
ノ
ニ
レ
ハ
余
諸
仏
中
未
レ
発
ご如
レ
是
悲
願
一設
仏
無
ご
十
念
願
一土
生
ニ
ノ
ノ
カ
タ
　
ム
ヤ
ヲ
ヒ
ニ
ク
ト
モ
ノ
ノ
ニ
サ
ハ
ノ
五
逆
者
一誰
絶
レ
望
乎
設
土
無
二
五
逆
者
一仏
在
ご
十
念
願
一
ソ
カ
ケ
ヲ
コ
ヘ
ヲ
モ
テ
ス
ニ
ハ
ノ
ハ
ム
ヲ
ハ
ニ
ハ
盍
レ
係
レ
恃
哉
是
以
非
二
極
楽
一者
何
欣
二
浄
土
一非
二
本
願
一者
ラ
ムソ
レ
ム
ニ
レ
ノ
ハ
ト
モ
レ
ナ
リ
ト
ノ
ハ
%
何
生
二
極
楽
一夫
仏
果
曠
海
雖
ご是
一
味
一
因
位
悲
願
弥
ヲ
ス
ク
レ
ノ
ハ
ト
モ
ト
ニ
ナ
リ
ト
ノ
ハ
タ
マ
フ
陀
尚
勝
一
子
慈
悲
雖
ご
実
平
等
一
摂
取
光
明
照
二
念
ノ
ヲ
ス
シ
テ
ヲ
シ
タ
マ
フ
ノ
ミ
ニ
タ
ク
ト
ニ
テ
ナ
テ
タ
マ
フ
ヲ
仏
者
一非
一唯
以
レ
光
接
取
一
亦
忝
与
聖
衆
常
来
摩
頭
ニ
ヌ
レ
ラ
ク
ニ
ハ
ト
カ
乎
爰
知
我
等
厚
一
結
縁
於
弥
陀
一
弥
陀
悲
願
深
二
於
レ
ニ
カ
ニ
ヘ
ハ
ノ
ノ
コ
ト
ヲ
ロ
ニ
リ
ノ
ミ
ツ
ラ
く
ハ
我
等
一
静
思
二
往
昔
結
縁
之
厚
一
心
念
辷
有
レ
恃
倩
思
二
大
ノ
コ
ト
ヲ
ト
シ
テ
ス
ト
ヘ
マ
ラ
ト
ニ
ノ
バ
カ
ラ
メ
蜘
悲
誓
願
之
深
一
涙
連
辷
不
レ
留
実
四
十
八
大
願
併
為
ニ
ノ
ノ
モ
ニ
ナ
リ
カ
ナ
ル
カ
コ
シ
テ
タ
キ
シ
衆
生
一僧
祗
劫
苦
行
偏
為
二
我
等
一何
弥
陀
発
二
難
レ
発
ヲ
シ
タ
マ
フ
ラ
ン
ヲ
ナ
ル
ラ
カ
テ
キ
ヒ
ニ
ム
之
願
一引
二
接
我
等
一何
我
等
遇
二
難
レ
遇
之
願
一
不
レ
念
一
弥
一35一
ソ
ニ
テ
ヲ
ニ
シ
タ
テ
マ
ツ
レ
レ
シ
ソ
ハ
ム
陀
一速
抛
ご
万
事
一
一
心
称
念
悲
願
是
深
引
接
何
疑
抑
ニ
リ
リ
ク
レ
ム
ノ
ヲ
キ
オ
モ
ヒ
ヤ
レ
一
生
終
有
レ限
長
別
一
此
界
一時
想
像
弥
陀
如
来
紫
ノ
ヨ
ソ
ヲ
イ
シ
ク
シ
テ
ト
ニ
ハ
ム
コ
ト
ノ
ロ
エ
イ
テ
ツ
シ
テ
サ
ウ
鵬
磨
黄
金
之
粧
厳
与
二
聖
衆
一倶
来
黄
金
色
映
徹
蒼
ナ
キ
ナ
リ
ノ
カ
リ
カ
ク
ヤ
ク
ト
シ
テ
ク
シ
テ
ニ
ノ
ヲ
天
皆
黄
白
亳
光
赫
奕
国
土
普
明
始
見
ご此
事
一歎
ノ
タ
バ
ク
ヲ
ヤ
喜
涙
幾
許
南
無
西
方
極
楽
化
主
阿
弥
陀
仏
本
ス
シ
テ
タ
ス
タ
マ
ヘ
ヲ
願
不
レ
誤
必
垂
二
引
摂
一南
無
九
品
蓮
台
清
浄
大
海
ト
ニ
テ
シ
タ
マ
ヘ
テ
ノ
ラ
シ
テ
ノ
ヲ
衆
与
ご
如
来
一共
定
為
二
来
迎
一仍
各
凝
二
決
定
往
生
想
一
シ
ヲ
m
讃
二
嘆
本
願
一礼
二
拝
弥
陀
仏
一矣
歌
頒
日
其
仏
本
願
力
聞
名
欲
往
生
皆
悉
致
彼
国
自
致
不
退
転
願
我
臨
欲
命
終
時
尽
除
一
切
諸
障
碍
面
見
彼
仏
阿
弥
陀
即
得
往
生
安
楽
国
願
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国
螂
南
無
西
方
極
楽
化
主
阿
弥
陀
仏
ト
イ
ハ
ニ
ハ
ツ
ノ
ヲ
ニ
ク
テ
第
五
讃
嘆
極
楽
者
前
明
ご聖
衆
来
迎
一次
長
別
二娑
ヲ
テ
ム
ニ
ノ
ヲ
ヒ
ヤ
レ
ノ
ニ
ハ
シ
テ
ヤ
ウ
婆
一初
生
二極
楽
一其
時
想
像
瑠
璃
地
宝
樹
行
烈
影
ク
ワ
ウ
ク
タ
リ
ノ
ニ
ハ
シ
テ
ケ
イ
キ
ヤ
ウ
セ
リ
ノ
ニ
ハ
光
赫
奕
七
宝
地
蓮
花
開
敷
馨
香
芬
烈
樹
下
天
ア
ソ
フ
リ
ェ
イ
シ
ノ
ニ
ノ
ポ
ト
リ
ニ
ハ
フ
カ
ム
エ
ム
ァ
フ
サ
エ
ツ
ル
コ
ェ
人
聖
衆
遊
光
映
二
花
色
一池
畔
鳬
鷹
鴛
鴦
囀
声
ス
ノ
ニ
タ
リ
タ
リ
ボ
ウ
ノ
イ
ラ
カ
ネ
ヲ
拗
和
ご
浪
音
一又
宮
殿
万
辷
楼
閣
重
辷
鳳
甍
連
二黄
金
一
エ
ム
ノ
ラ
タ
リ
ヲ
ラ
シ
ヲ
カ
ヘ
ル
ニ
セ
ム
カ
ケ
タ
ヘ
ム
テ
鴛
瓦
並
二瑠
璃
一宝
憧
照
レ
地
幡
蓋
翻
レ
天
山
水
影
畳
カ
ビ
ニ
エ
カ
ケ
ル
カ
ト
カ
タ
チ
ウ
ツ
ム
テ
ア
ヤ
マ
ツ
ノ
ト
ホ
ソ
ニ
カ
ト
ハ
疑
二
頗
梨
之
壁
画
一
花
憧
像
写
誤
二瑠
璃
之
枢
花
一上
ニ
ノ
ヲ
レ
テ
ヲ
テ
ニ
シ
バ
ノ
ヲ
ッ
珠
簾
一瓔
珞
垂
レ
露
随
レ
風
乱
転
排
二
金
扉
一異
香
先
シ
テ
ヘ
タ
リ
ヒ
ヲ
ニ
ハ
ケ
リ
カ
シ
キ
ヘ
シ
ヲ
ニ
ハ
タ
リ
シ
エ
薫
沈
檀
交
レ
芳
台
布
ご
昔
開
忍
辱
之
宝
衣
一帳
垂
一舌
メ
シ
ノ
ヲ
ラ
ヘ
ヲ
タ
リ
ヲ
チ
リ
ハ
メ
塒
求
解
脱
之
瓔
珞
一又
並
ご宝
座
一又
重
一宝
衣
一荘
厳
鏤
ニ
ヲ
ミ
カ
ク
ラ
ン
ケ
イ
ヲ
セ
ウ
ク
キ
ム
ク
コ
ハ
シ
ヲ
ノ
七
宝
一光
耀
瑩
二
鸞
鐘
一籥
笛
琴
箜
篌
奏
一
楽
於
雲
ニ
ヒ
ハ
ネ
ウ
ト
ウ
ハ
ツ
シ
ラ
フ
タ
リ
ヲ
ハ
シ
ノ
モ
ト
ニ
ニ
ハ
ノ
上
一
琵
琶
鐃
銅
鑁
鎗
一
曲
於
陛
下
一苦
無
常
音
大
悲
之
タ
タ
テ
チ
ノ
シ
ラ
ヘ
ニ
ハ
ノ
ク
ハ
ル
ナ
ラ
ス
ヨ
ソ
く
メ
ハ
涙
先
落
空
非
我
調
実
相
之
理
漸
顕
加
之
徐
歩
二
瑠
璃
ツヲ
カ
ヒ
ヲ
ク
レ
ハ
ノ
ヲ
ゥ
シ
ナ
ウ
ヲ
ケ
ハ
之
地
一金
繩
界
レ道
漸
過
二栴
檀
之
林
一落
花
失
レ
路
行
二
功
ノ
ハ
マ
ヲ
ミ
ト
ナ
ヘ
ヲ
レ
ハ
ニ
シ
ラ
フ
ヲ
リ
㎜
徳
池
浜
一波
唱
二
苦
空
一至
二
楽
音
樹
下
一風
調
二常
楽
一従
ニ
タ
リ
ニ
ル
ニ
ニ
ハ
リ
ノ
宮
殿
一至
二
宮
殿
一従
二林
池
一至
二
林
地
一或
有
二説
法
集
会
之
モ
ヘ
リ
モ
ハ
リ
モ
ハ
処
一或
有
一
坐
禅
入
定
之
処
一或
有
二妓
楽
歌
詠
之
処
一或
リ
モ
ハ
レ
ト
モ
ト
モ
ス
キ
モ
セ
有
二神
道
遊
戯
之
処
一宮
殿
楼
閣
過
辷
不
レ
尽
界
道
ハ
ケ
ト
モ
シ
モ
ト
ノ
ハ
レ
ト
モ
ト
モ
メ
ツ
ラ
ナ
ル
ヘ
カ
ナ
ヤ
林
池
行
辷
無
レ
際
実
浄
土
荘
厳
見
辷
長
今
哉
心
猶
ト
ヘ
マ
ル
ハ
ヘ
ノ
ロ
タ
ル
ハ
ラ
ノ
窺
駐
者
黄
金
樹
林
之
暮
色
涙
不
レ
留
者
上
品
蓮
台
之
キ
ク
ソ
ニ
ヲ
ク
ヲ
ナ
ノ
暁
楽
凡
見
レ
色
聞
レ
声
皆
見
仏
聞
法
之
因
縁
聞
レ香
掌
レ
一36一
ヲ
レ
ク
ノ
シ
テ
ヒ
ニ
マ
ウ
テ
へ
味
是
発
心
修
行
之
方
便
也
如
レ
是
経
歴
遂
詣
二
大
宝
テ
レ
ハ
ヲ
ノ
ス
カ
タ
コ
ト
ニ
モ
ノ
メ
ツ
ラ
シ
ク
シ
テ
宮
殿
二
始
拝
二弥
陀
如
来
一妙
覚
高
貴
躰
殊
珍
仏
果
円
ノ
レ
ア
ラ
タ
ナ
リ
ニ
シ
テ
ノ
テ
ヲ
カ
ク
ヤ
ク
ト
シ
テ
ノ
満
想
是
新
面
輪
端
正
秋
月
出
レ
雲
白
亳
赫
奕
春
ソ
フ
ヲ
ノ
マ
ナ
シ
リ
ニ
シ
テ
シ
ノ
ヲ
ノ
ヒ
ル
シ
ク
メ
リ
蜘
日
添
レ光
青
蓮
眦
鮮
現
二
慈
悲
相
一丹
菓
脣
厳
含
ニ
ノ
ヲ
ソ
ソ
ノ
ノ
ハ
メ
ク
テ
ノ
ヲ
ナ
シ
ス
ト
　オ
リ
ノ
憂
敬
相
一
凡
厥
一
辷
相
海
鐃
二
金
山
王
躰
一
莫
レ
不
三
無
量
ヲ
タ
ウ
く
ト
シ
テ
タ
リ
ハ
ノ
コ
ト
ク
光
明
照
二
十
方
世
界
一尊
相
蕩
辷
威
徳
巍
辷
聖
衆
星
テ
メ
ヲ
ノ
コ
ト
ク
テ
ス
ノ
ヲ
烈
讃
二満
月
之
尊
容
一諸
天
雲
集
奏
二
微
妙
之
音
攀
シ
バ
カ
ニ
ヘ
テ
キ
ヘ
ノ
ヲ
ハ
マ
ノ
ア
タ
リ
ス
ノ
昔
纔
伝
二聞
弥
陀
如
来
名
号
一今
親
拝
二
見
八
万
四
千
ヲ
ニ
バ
カ
リ
キ
ヤ
シ
キ
ニ
ト
リ
セ
シ
ヨ
マ
テ
ニ
モ
ル
ヘ
シ
ト
孀
相
好
一豈
図
空
床
独
念
仏
夜
今
烈
二衆
会
一忽
預
ご
ニ
シ
テ
ニ
ノ
ニ
ハ
シ
巨
益
一矣
加
之
往
一返
遊
行
十
方
世
界
一初
成
道
仏
請
ニ
ヲ
ノ
ニ
ハ
フ
ヲ
ヲ
ル
コ
ト
ニ
転
法
輪
一入
涅
槃
仏
請
ご
久
住
世
一得
レ
益
預
レ
記
亦
復
ノ
シ
テ
ノ
ニ
シ
ヲ
如
レ
是
仍
各
住
二極
大
歓
喜
心
一讃
二嘆
極
楽
一礼
一一拝
弥
陀
一矣
歌
頌
日
瑚
観
彼
世
界
相
勝
過
三
界
道
究
竟
如
虚
空
広
大
無
遍
際
面
善
円
浄
如
満
月
威
光
猶
如
千
日
月
声
如
天
鼓
倶
翅
羅
故
我
頂
礼
弥
陀
尊
願
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国
南
無
西
方
極
楽
化
主
阿
弥
陀
仏
ト
イ
ハ
ニ
ハ
ツ
シ
テ
ス
ル
コ
ト
ヲ
ニ
ニ
慨
第
六
因
円
果
満
者
前
明
蕊
自
行
成
就
往
二
生
極
楽
一次
ヘ
シ
シ
テ
ス
ル
コ
ト
ヲ
ヲ
イ
ハ
ユ
ル
シ
テ
ニ
シ
ノ
ヲ
明
ヨ
利
他
円
満
証
一一得
菩
提
一
謂
奉
二
仕
弥
陀
一
証
二
不
退
位
一
ウ
ケ
テ
ノ
ヲ
ツ
テ
ノ
ニ
ヒ
キ
ノ
ヲ
ト
フ
ラ
ハ
ム
ノ
ヲ
ハ
タ
リ
請
il
仏
加
被
一
先
来
二
此
界
一
導
二
結
縁
者
一
訪
二
無
縁
者
一或
為
ニ
キ
ク
イ
ク
ノ
ハ
タ
リ
シ
カ
ウ
シ
ョ
ウ
ア
イ
ノ
ト
ハ
慈
念
鞠
育
之
父
母
一或
為
二至
孝
鐘
愛
之
男
女
一或
リ
ノ
ハ
タ
リ
ノ
ト
為
二春
風
秋
月
之
良
友
一或
為
二
飛
花
落
葉
之
同
行
一
キ
ム
キ
リ
フ
ヵ
ク
シ
ラ
ム
カ
タ
ラ
ヒ
カ
ウ
ハ
シ
ヲ
シ
リ
シ
ニ
ハ
ニ
ス
ル
コ
ト
ナ
ヲ
嫻
断
金
契
深
芝
蘭
語
芳
然
昔
套
一
娑
婆
一報
・謝
尚
カ
タ
シ
マ
テ
ニ
サ
イ
ト
セ
ム
ニ
ノ
カ
ア
ラ
ム
サ
ヲ
サ
シ
テ
ノ
ニ
ク
シ
難
今
生
二
浄
土
一済
度
何
煩
夫
棹
ご
弘
誓
舩
一普
渡
二
四
ノ
ハ
ヲ
ア
フ
ラ
サ
シ
テ
ノ
マ
ニ
ク
コ
サ
ム
ノ
ケ
ム
ソ
ヲ
ヤ
ノ
生
波
浪
一
脂
二
慈
悲
車
一同
越
二
五
道
之
険
阻
一况
大
智
ツ
ハ
サ
ハ
ハ
ル
カ
ニ
カ
ケ
リ
ノ
ラ
ニ
ノ
ハ
ネ
ト
コ
シ
ナ
エ
ニ
シ
ケ
リ
ノ
翼
者
遙
翔
二
法
性
之
罕
大
悲
之
羽
者
鎮
布
二
生
死
ニ
ク
ニ
ニ
レ
テ
フ
ヨ
ク
シ
之
泥
一如
レ
是
大
悲
般
若
常
所
二輔
翼
一十
地
究
竟
万
シ
テ
ノ
メ
ヒ
メ
テ
ト
シ
テ
シ
ロ
ル
サ
ラ
鰯
行
円
満
等
覚
夢
一
覚
彼
岸
無
レ所
レ
不
レ至
是
則
ノ
ナ
リ
ノ
ミ
ニ
シ
テ
ノ
マ
ト
カ
ナ
リ
ノ
ハ
ド
本
覚
如
来
四
智
鏡
明
三
身
月
円
抑
此
等
大
事
レ
カ
ソ
ヤ
テ
ノ
ニ
ス
ル
ニ
ノ
是
誰
力
乎
只
是
由
二
弥
陀
願
力
一往
二
生
極
楽
一之
広
大
シ
テ
ノ
ヲ
ノ
ヲ
恩
徳
也
仍
各
発
二
深
固
信
心
一讃
一嘆
因
果
功
徳
一礼
二拝
弥
陀
如
来
一
矣
歌
頌
日
珊
百
情
輪
廻
生
六
道
尚
如
車
輪
無
始
終
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或
為
父
母
為
男
女
生
辷
世
辷
本
有
恩
三
相
祗
耶
大
劫
中
具
修
百
千
諸
苦
行
功
徳
円
満
遍
法
界
十
地
究
竟
証
三
身
願
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国
驚
南
無
西
方
極
楽
化
主
阿
弥
陀
仏
ノ
ハ
シ
テ
ヲ
レ
ハ
ヲ
ノ
第
七
廻
向
功
徳
者
若
人
修
二
善
根
一不
レ
用
一廻
向
一其
ナ
リ
ヒ
イ
フ
ト
モ
ナ
リ
ト
レ
ハ
ノ
ニ
ル
ノ
善
微
小
設
雖
一
小
善
一
廻
二向
法
界
衆
生
一即
成
ご
無
辺
ト
シ
ノ
ル
カ
キ
ヨ
ニ
ヒ
ト
モ
ナ
リ
ト
レ
ハ
ニ
功
徳
一
如
三
小
雲
遍
ご
大
虚
一設
雖
二
一
善
一
廻
一
向
菩
提
涅
槃
一
ル
ノ
ト
ン
ヲ
ニ
ノ
ニ
テ
バ
ク
亦
成
二
無
尽
功
徳
一如
二
雨
降
二大
海
一廻
向
功
徳
誠
以
莫
ナ
ル
カ
ナ
ヤ
ラ
ミ
ヲ
ム
ヲ
コ
ヘ
ニ
ヘ
シ
励
大
哉
空
含
二
万
像
一海
納
ご百
川
一浄
土
之
業
爰
以
可
レ
ス
ヌ
ト
為
レ
足
抑
願
極
楽
化
主
弥
陀
仏
九
品
蓮
台
清
浄
大
海
衆
大
恩
経
主
釈
迦
尊
十
方
護
念
諸
善
逝
ヘ
テ
ノ
シ
リ
ヲ
カ
ヲ
テ
ニ
並
二青
蓮
眦
一
知
ご
見
弟
子
丹
誠
一依
ご
一
坐
講
演
一成
ご
マ
ヘ
ノ
ヲ
ル
ニ
リ
リ
ヲ
ト
就
二
世
大
願
一謂
生
死
有
レ
終
今
生
為
二穢
土
之
終
一
ニ
リ
メ
ヲ
ム
ト
ソ
テ
ノ
鰯
菩
提
有
レ
始
後
世
為
二浄
土
之
始
一凡
依
二
此
七
門
講
演
ニ
ム
ノ
ニ
功
徳
一往
二
生
彼
九
品
蓮
台
一仍
各
五
躰
投
レ地
礼
二
拝
弥
陀
如
来
一
矣
歌
頌
日
依
此
諸
功
徳
願
於
命
終
時
得
見
弥
陀
仏
無
辺
功
徳
身
我
及
余
信
者
即
見
彼
仏
已
願
得
無
垢
眼
経
無
上
菩
提
柳
願
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国
牽
南
無
西
方
極
楽
化
主
阿
弥
陀
仏
ノ
夫
往
生
講
演
七
門
大
旨
大
略
如
レ
此
抑
我
等
従
ご
無
コ
ノ
カ
タ
シ
テ
ニ
ノ
ヲ
始
一以
来
流
二
転
生
死
一干
今
不
レ
知
一
出
離
方
法
一過
去
ノ
ノ
ニ
モ
ニ
レ
ノ
ノ
ニ
モ
無
量
諸
仏
利
益
已
漏
現
在
十
方
諸
仏
教
化
未
レ
聯
預
薦
ル靜
ヤ猫
為
二常
洗
凡
夫
一可
レ
恥
辷
辷
可
レ
悲
辷
ヒ
幸
今
愚
ご釈
尊
之
遺
教
一勧
一傷
往
生
極
楽
之
蒹
一
出
離
要
道
何
事
妣
レ
之
匙
皇
抱
二
大
師
釈
尊
之
広
九
恩
慰
一乎
依
レ之
今
日
結
衆
各
募
二
至
誠
・鵬
一礼
二
拝
讃
騰
奉
釈
迦
大
臨
一弥
懲
"給
へ成
二就
ル鶲
生
浄
土
之
ヲ
跏
業
一
矣
歌
頌
日
敬
礼
天
人
大
覚
尊
恒
沙
福
智
皆
円
満
因
円
果
満
成
正
覚
住
寿
凝
然
無
去
来
南
無
大
恩
教
主
釈
迦
尊
願
以
此
功
徳
普
及
於
一
切
我
等
与
衆
生
皆
共
成
仏
道
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窃
南
無
自
他
法
界
平
等
利
益
往
生
講
私
記
南
都
東
大
寺
沙
門
永
観
尊
願
共
結
縁
者
往
生
安
楽
国
於
弥
陀
仏
前
講
説
私
記
文
及
十
方
国
中
同
以
為
弘
通
(包
紙
)
お
カ
湯
沢
勘
解
由
様
古
筆
了
口
永
観
律
師
巻
極
東
山
禅
林
寺
永
観
堂
開
山
永
観
律
師
真
筆
往
生
講
一
巻
古
筆
了
雪
極
札
一
弐
百
九
行
有
名
朝
倉
茂
入
極
札
一
東
山
禅
林
寺
開
碁
永
観
律
師
鑼
薪
申
回
永
観
堂
開
山
永
観
律
師
巻
物
朝
倉
茂
入
極
東
山
永
観
堂
開
苹
永
糎
韃
巻
回
永
観
律
師
往
生
講
江
戸
古
筆
了
雪
極
東
山
禅
林
寺
是
空
和
尚
添
状
永
観
律
師
巻
物
往
生
講
永
観
律
師
天
永
二
年
癸
卯
寂
寛
政
十
年
に
六
百
八
十
八
年
に
成
証
}副
一
一
永
観
律
師
真
蹟
往
生
講
一
巻
弐
百
九
行
有
名
古
筆
了
雪
極
札
朝
倉
茂
入
極
札
右
類
筆
甚
稀
数
年
来
珍
蔵
有
之
候
得
共
今
般
依
各
別
御
所
望
相
譲
候
永
御
秘
蔵
所
希
也
明
治
十
六
年
癸
未
七
月
畑
柳
坪
印
田
中
忠
次
郎
殿
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